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●ニュージーランド
面　積：268,000㎡（日本の約７割）
人　口：約500万人
・首　　都　ウェリントン（ 22万人）
・最大都市　オークランド（147万人）

※全体的に温暖な気候に恵まれており、北半球と
は季節が逆となるニュージーランド。視察先の
ネーピア市は寒暖差があり、訪れた３月は秋で
「ふじ」の収穫が目前に迫る時期だった。

特　集

ニュージーランドにおける
リンゴ生産・輸出動向

日
本
か
ら
南
に
約
９
，０
０
０
㎞ 
離

れ
た
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
（
Ｎ
Ｚ
）
は
、

北
島
と
南
島
の
２
つ
の
主
要
な
島
か
ら

構
成
さ
れ
、
気
候
は
ほ
ぼ
全
土
が
西
岸

海
洋
性
気
候
に
含
ま
れ
て
お
り
、
夏
は

涼
し
く
、
冬
は
強
烈
な
寒
波
も
な
い
。

１
年
を
通
し
て
温
暖
な
気
候

で
あ
る
が
、
両
島
と
も
３
，

０
０
０
ｍ
級
の
高
山
が
連
な

る
。
気
候
的
に
日
本
と
似
て

お
り
、
農
業
が
盛
ん
で
酪
農

や
畜
産
が
主
で
、
果
樹
や
青

果
物
の
栽
培
に
も
力
を
注
い

で
い
る
。

周辺地域には羊が放牧され
ている風景が広がる
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肥沃な土壌、豊富な水資源に恵まれたりんご栽培の最適地

Ｎ
Ｚ
に
お
け
る
リ
ン
ゴ
栽
培
面
積
は
、

１
０
，８
２
０
ha
で
青
森
県
の
約
50
％
と

な
っ
て
い
る
（
Ｒ
５
青
森
県
り
ん
ご
栽

培
面
積
２
０
，３
６
６
ha
：
農
林
水
産
統

計
）。
一
方
、
年
間
生
産
量
は
本
県
の

４
１
５
，７
０
０
ｔ
に
対
し
て
４
０
８
，

５
０
０
ｔ
と
な
っ
て
お
り
、
75
％
が
輸

出
向
け
だ
。
ま
た
、
り
ん
ご
生
産
者
は

日
本
が
約
４
，８
０
０
人
に
対
し
て
Ｎ
Ｚ

は
２
５
６
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
驚
き
だ

（
法
人
等
を
含
む
）。
現
地
を
視
察
す
る

と
、
見
渡
す
限
り
に
高
密
植
わ
い
化
り

ん
ご
園
が
広
が
り
、
量
産
型
で
あ
る
こ

と
は
一
目
瞭
然
で
あ
っ
た
。
尚
、
世
界

的
に
見
て
も
最
小
の
生
産
者
数
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
も
の
の
、
生
産
性
・
革
新

性
・
収
益
性
の
観
点
か
ら
、
し
ば
し
ば

世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
生
産
者
と
し
て

評
価
を
受
け
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。

日
本
よ
り
も
は
る
か
に
少
な
い
農
業

国
と
し
て
、
リ
ン
ゴ
産
業
の
生
き
残
り

戦
略
は
、
北
半
球
の
オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に

収
穫
期
を
迎
え
る
利
点
を
最
大
の
武
器

と
し
た
輸
出
で
あ
り
、
輸
出
国
は
主
に

中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
挙

げ
ら
れ
、
日
本
に
も
輸
出
し
て
い
る

（
２
０
２
１
現
在
）。
南
半
球
の
リ
ン
ゴ

生
産
国
と
の
輸
出
競
争
に
加
え
、
鮮
度

保
持
剤
１
Ｍ
Ｃ
Ｐ
（
ス
マ
ー
ト
フ
レ
ッ

園地や選果施設を案内してくれ
たグレックさん（Freshco社）

着色優良系統品種が多かった

高密植わい化栽培が主流へ

SSは牽引式の2,000ℓ
仕様
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シ
ュ
）
に
よ
り
長
期
貯
蔵
が
可
能
と
な
っ

た
北
半
球
産
リ
ン
ゴ
と
の
販
売
競
争
は

激
化
し
て
い
る
。

F
reshco 

社

▪
り
ん
ご
生
産
体
制

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
本
社
を
置
く

Freshco

社
は
、
３
０
０
ha
超
の
リ
ン
ゴ

園
地
と
冷
蔵
施
設
を
有
す
る
選
果
こ
ん

包
施
設
を
完
備
し
て
い
る
。
取
り
扱
う

主
力
品
種
は
、
ソ
ニ
ア
・
チ
ッ
キ
―
・

ブ
リ
ー
ズ
等
が
あ
り
、
本
県
の
主
力
品

種
で
あ
る
「
ふ
じ
」
も
挙
げ
ら
れ
た
。

園
地
は
主
に
わ
い
化
栽
培
で
あ
り
、

い
化
栽
培
へ
の
取
組
が
徐
々
に
見
え
始

め
て
き
て
い
る
も
の
の
、
当
社
の
高
密

植
わ
い
化
樹
は
、
ど
う
や
ら
見
た
目
が

違
う
。
大
き
な
違
い
と
し
て
Ｙ
字
樹
形

が
挙
げ
ら
れ
、
１
本
主
枝
樹
形
と
比
べ

て
花
芽
が
形
成
さ
れ
や
す
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
本
県
同
様
に
樹
体
管
理
に

つ
い
て
は
潅
水
設
備
が
用
い
ら
れ
、
各

エ
リ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
土
壌
水
分
量

等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
樹
体
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
図
っ
て
い
た
。

薬
剤
散
布
に
つ
い
て
は
、
２
，０
０
０

ℓ
の
牽
引
型
ス
ピ
ー
ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
が

用
い
ら
れ
、
散
布
回
数
は
本
県
と
同
様

に
年
間
13
回
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
防
除
に

近
年
は
改
植
・
新
植
を
進
め
Ｍ
．９
台
に

よ
る
高
密
植
わ
い
化
栽
培
に
転
換
し
て

い
る
。
前
段
に
も
あ
る
よ
う
に
Ｎ
Ｚ
は

量
産
型
で
あ
り
、「
質
よ
り
量
」
を
狙
っ

た
理
念
で
生
産
し
て
い
る
。
園
地
を
見

渡
す
限
り
、
50
〜
56
玉
を
中
心
と
し
た

果
実
生
産
が
伺
え
、
摘
果
に
つ
い
て
は

本
県
の
一
つ
成
り
摘
果
と
は
異
な
る
二

つ
成
り
摘
果
を
目
安
と
し
て
い
た
。
反

収
は
驚
異
の
15
ｔ
と
し
て
お
り
、
本
県

が
取
り
組
む
高
密
植
わ
い
化
栽
培
の
２

倍
以
上
で
あ
る
。
見
る
と
高
樹
齢
の
一

般
的
な
わ
い
化
樹
で
は
、
リ
ン
ゴ
が
鈴

成
り
に
な
っ
て
い
た
。

現
在
、
本
県
に
お
い
て
も
高
密
植
わ

つ
い
て
は
害
虫
が
メ
イ
ン
で
あ
り
、
病

害
に
つ
い
て
は
主
に
黒
星
病
が
挙
げ
ら

れ
た
。
園
地
で
は
大
型
の
農
業
用
機
械

を
目
に
す
る
こ
と
が
多
く
、
省
力
化
を

兼
ね
て
機
械
化
を
図
れ
る
よ
う
に
列
間

が
広
く
と
ら
れ
て
い
た
。
無
数
に
並
ぶ

リ
ン
ゴ
園
の
中
に
は
収
穫
ビ
ン
が
置
か

れ
、
園
地
の
中
を
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
が

移
動
し
て
次
々
に
ト
ラ
ッ
ク
へ
と
積
み

込
ま
れ
る
そ
う
だ
。

労
働
力
確
保
に
つ
い
て
は
、
世
界
各

国
の
陽
気
な
外
国
人
労
働
者
が
集
ま

る
。
本
県
の
労
働
力
不
足
と
は
対
照
的

に
人
手
に
は
困
ら
な
い
し
、
人
件
費
も

心
配
に
な
ら
な
い
と
話
す
。
園
地
内
に

●定植３年目の着色優良系統ふじ
・Ｙ字型の２本主枝が特徴的 ・潅水設備あり
・樹間１m ・反収５ｔ

鈴成りのリンゴ（40年生わい化樹）

ソニアは甘味が強く、日本人が好むような美味しいリンゴだった。
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は
、
外
国
人
労
働
者
向
け
の
住
居
も
完

備
し
て
あ
り
、賃
金
は
驚
き
の
時
給
２
，

２
０
０
円
。
ま
た
、
作
業
に
携
わ
る
労

働
者
に
つ
い
て
は
歩
合
制
で
都
度
ボ
ー

ナ
ス
を
出
し
て
お
り
、
こ
れ
が
〝
み
な
ぎ

る
マ
ン
パ
ワ
ー
〞
に
繋
が
っ
て
い
る
と

い
う
。
リ
ン
ゴ
の
生
産
量
に
応
じ
て
働

く
人
も
多
い
光
景
は
、
羨
ま
し
い
限
り

で
あ
っ
た
。

園
地
で
は
、
ソ
ニ
ア
や
ブ
リ
ー
ズ
な

ど
の
晩
生
種
を
は
じ
め
、
収
穫
を
目
前

に
控
え
る
「
ふ
じ
」
が
着
色
し
て
い
た

（
収
穫
時
期
：
３
月
下
旬
頃
か
ら
）。
着

色
優
良
系
統
品
種
が
多
く
、
樹
幹
内
部

で
あ
っ
て
も
容
易
に
着
色
し
て
い
る
様

子
が
伺
え
た
。
着
色
管
理
に
つ
い
て
は

簡
易
的
に
葉
摘
み
が
実
施
さ
れ
て
い
た

ほ
か
、
品
質
が
悪
い
果
実
に
つ
い
て
は

樹
上
選
果
が
行
わ
れ
て
い
た
。
樹
上
選

果
で
地
面
に
落
と
さ
れ
た
リ
ン
ゴ
は
黒

星
病
等
の
観
点
か
ら
、
後
日
、
耕
運
機

（
ト
ラ
ク
タ
ー
）
で
土
に
鋤
込
み
、
耕

種
的
防
除
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
と
の

こ
と
。
収
穫
に
あ
た
っ
て
は
、
エ
リ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
熟
度
調
査
を
実
施
し
て

適
期
収
穫
に
努
め
て
お
り
、
着
色
度
合

い
や
糖
度
の
ほ
か
、
特
に
ヨ
ー
ド
・
水

分
を
重
視
し
た
チ
ェ
ッ
ク
を
行
っ
て
い
る

そ
う
だ
。
Ｎ
Ｚ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｇ
Ａ
Ｐ

の
取
得
が
当
た
り
前
と
な
っ
て
お
り
、

リンゴが超大型トラックで輸送される

トラックの入場ゲートで品質
をチェックしてから冷蔵施設
へ搬入される

収穫ビン（400㎏／１箱）

現地で使用されている収穫カゴ

ゲートでは収穫ビンごとにヨード反応指
数や硬度をチェックし、事前に輸出向け
等を区分する。

冷蔵施設

Freshco社
●冷蔵及び選果施設
・従業員数：約100人
※繁忙期は約300人
（園地での臨時雇用含む）

5



各
生
産
者
及
び
団
体
が
違
和
感
な
く
取

り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。
作
業
す
る

全
て
の
人
が
日
々
の
業
務
内
容
を
報
告

し
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
チ
ェ
ッ

ク
体
制
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
出
荷
の

際
は
、
生
産
に
つ
い
て
の
情
報
が
バ
ー

コ
ー
ド
で
読
み
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

お
り
、
消
費
者
自
身
が
確
認
で
き
る
仕

組
み
が
確
立
さ
れ
て
い
た
。

▪
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
視
察

パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
は
、
１
日

に
40
ｔ
ト
ラ
ッ
ク
15
台
が
リ
ン
ゴ
を
搬

入
。
ト
ラ
ッ
ク
専
用
の
入
場
ゲ
ー
ト
が

あ
り
、
選
果
前
の
段
階
で
事
前
に
品
質

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
収

穫
時
と
入
庫
時
の
ヨ
ー
ド
反
応
指
数
及

び
硬
度
の
差
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
輸
出
に

向
く
と
さ
れ
る
独
自
の
指
標
を
基
に
何

度
も
チ
ェ
ッ
ク
を
重
ね
る
。
ヨ
ー
ド
及

び
硬
度
が
輸
出
に
向
い
て
い
る
と
判
断

れ
て
お
り
、
品
質
を
精
密
に
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
た
。
内
部
セ
ン
サ
ー
は
付
い
て

お
ら
ず
、
果
実
は
外
観
か
ら
の
判
断
と

し
、
１
分
間
に
約
２
，８
０
０
個
を
判
別

（
最
大
３
，５
０
０
個
）。
箱
詰
め
作
業

に
つ
い
て
は
、
非
常
に
コ
ン
パ
ク
ト
な

自
動
箱
詰
め
機
も
導
入
さ
れ
て
お
り
、

本
県
同
様
に
最
終
チ
ェ
ッ
ク
は
人
の
目

で
確
認
し
、
安
心
安
全
な
出
荷
に
努
め

て
い
た
。
ま
た
、
主
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
の

梱
包
が
目
に
入
っ
た
が
、
欧
州
向
け
に

つ
い
て
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
専
用
コ
ン

テ
ナ
に
自
動
で
納
め
ら
れ
て
い
た
。
こ

の
機
械
に
つ
い
て
は
、
押
し
傷
軽
減
機

能
を
備
え
る
布
製
で
で
き
た
回
転
式
プ

ロ
ペ
ラ
が
付
い
て
お
り
、
無
人
で
あ
っ

た
。
輸
出
先
の
ド
イ
ツ
に
は
選
果
場
も

あ
り
、
こ
の
専
用
コ
ン
テ
ナ
で
出
荷
さ

れ
た
後
、
現
地
で
再
選
果
さ
れ
て
消
費

者
の
も
と
へ
販
売
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

市
場
動
向
調
査

Ｎ
Ｚ
を
代
表
す
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
チ
ェ
ー
ン COUNT DOW

N 

及

び PAK’nSAVE 
等
を
視
察
。
リ
ン
ゴ

は
基
本
的
に
量
り
売
り
で
、
売
り
場
に

は
計
量
機
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

袋
詰
め
は
１
．５
㎏
詰
め
で
、
平
置
き

さ
れ
た
ビ
ン
に
つ
い
て
は
ビ
ン
に
直
接

用
紙
が
貼
ら
れ
、
こ
の
時
点
で
１
Ｍ
Ｃ

Ｐ
処
理
す
る
冷
蔵
庫
へ
と
振
り
分
け
さ

れ
て
い
た
。

選
果
に
あ
た
っ
て
は
、
１
日
に
８
０ 

０
ビ
ン
を
処
理
（
４
０
０
㎏
／
１
箱
）。

日
本
の
18
㎏
コ
ン
テ
ナ
で
換
算
す
る
と

１
６
，０
０
０
箱
分
で
製
品
化
率
は
約

80
％
。
輸
出
さ
れ
る
海
上
コ
ン
テ
ナ
数

は
１
日
に
約
10
コ
ン
テ
ナ
、
１
週
間
で

50
〜
60
コ
ン
テ
ナ
に
相
当
す
る
と
い
う
。

選
果
員
は
常
時
１
０
０
人
ほ
ど
を
雇
用

し
て
お
り
、
繁
忙
期
は
更
に
２
０
０
人

雇
用
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

選
果
機
に
つ
い
て
は
、
冷
蔵
施
設
か

ら
出
庫
さ
れ
た
リ
ン
ゴ
が
、
オ
ゾ
ン
水

が
流
れ
る
洗
浄
槽
に
入
れ
ら
れ
、
高
い

殺
菌
効
果
を
有
し
て
箱
詰
め
レ
ー
ン
に

向
か
っ
て
い
た
。
選
果
機
に
は
Ａ
Ｉ
知

能
を
持
つ
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
が
搭
載
さ

タ
イ
プ
と
な
っ
て
い
た
。
店
内
に
は
ガ

ラ
や
ス
イ
ー
ト
ク
イ
ー
ン
な
ど
が
陳
列

さ
れ
、
平
均
で
＄
５
．99
／
㎏
で
販
売

さ
れ
、
セ
ー
ル
品
に
つ
い
て
は
＄
３
．

99
前
後
と
な
っ
て
い
た
（
当
時
１
＄
＝

約
91
円
）。

メ
ロ
ン
や
バ
ナ
ナ
、
イ
チ
ゴ
な
ど
様
々

な
果
物
が
販
売
さ
れ
て
い
る
中
で
、
リ

ン
ゴ
に
つ
い
て
は
一
番
広
く
棚
が
確
保

さ
れ
て
い
た
。
視
察
中
も
多
く
の
お
客

さ
ん
が
リ
ン
ゴ
を
手
に
取
り
、
リ
ン
ゴ

消
費
量
の
高
さ
が
伺
え
た
。
Ｎ
Ｚ
に
お

け
る
一
人
あ
た
り
の
年
間
平
均
消
費
量

は
11
．５
㎏
と
さ
れ
、
日
本
の
約
２
倍

と
な
っ
て
い
る
。

選果システムの概略を示した図

出荷前の製品貯蔵施設

AI知能を搭載したセンサーカメラに
よって選果される
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生
食
は
基
よ
り
、
現
地
で
は
リ
ン
ゴ

が
料
理
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
ら
し

く
、
甘
味
よ
り
も
酸
味
の
あ
る
リ
ン
ゴ

が
好
ま
れ
る
と
の
こ
と
。

♦　
　

♦　
　

♦

世
界
的
な
視
野
か
ら
見
る
と
、
日
本

は
諸
外
国
と
は
対
照
的
に
唯
一
、
高
品

質
安
定
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
無
論
、
世

界
か
ら
称
賛
さ
れ
る
日
本
の
リ
ン
ゴ
は

最
高
品
質
で
あ
り
、
こ
れ
が
１
個
あ
た

り
の
高
値
を
生
み
出
し
、
消
費
者
を
虜

に
し
て
い
る
。今
回
の
視
察
を
振
り
返
っ

て
み
る
と
、
日
照
時
間
や
平
坦
地
の
栽

培
及
び
立
地
条
件
な
ど
の
観
点
か
ら
、

反
収
で
は
到
底
力
が
及
ば
な
い
と
感
じ

た
の
も
事
実
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本

の
完
璧
な
リ
ン
ゴ
は
世
界
各
国
の
富
裕

層
向
け
に
販
売
で
き
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
の
場
が
多
く
あ
り
、
青
森
県
産
リ

ン
ゴ
の
高
値
販
売
の
強
み
と
し
て
高
品

質
安
定
生
産
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ

と
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

当
Ｊ
Ａ
と
し
て
は
今
後
も
組
合
員
の

皆
様
に
最
新
の
情
報
を
発
信
し
、
飛
馬

ブ
ラ
ン
ド
の
更
な
る
飛
躍
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

店頭にガラやスイートクイーンなどが並ぶ

大型スーパーマーケット「PAKʼnSAVE」

１秒間に2,800個を判別し、規
格外品等がはじかれる

コンパクトな自動りんご箱詰め機 日本同様に最終チェックは
人が行う

欧州向けは自動で専用コン
テナに収められる

コンテナを反転し、果実を洗浄層
へ入れる

洗浄槽に浮かぶリンゴ

Freshco社 パッキングセンター（選果場）
１日に収穫コンテナで800
箱を選果。青森で使用され
ている18㎏コンテナ16000
箱分に相当し、製品化率
は80％。選果場では約100
人が働いていた。
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農機センター

総務課

監査課

購　買

直売所

【湯口支所】

【相馬支所】

湯口ＳＳ

【本所】

職員配置紹介

金融共済課

農業振興課兼審査課

工藤 明日香
主任

赤石 祐施赤石 祐施大場 茉南大場 茉南 澤田 鶴美澤田 鶴美
主任主任

蝦名 修一
所長兼購買課長

支所・
直売所業務全般

成田 淳子
主任

リスク管理・
JA広報・購買

津嶋 育美

貯金・出納

大畑　 仁
所長

支所業務全般

川口 輝哉

石岡 直幸
課長

総務全般・コンプラ・
個人情報・リスク管理

代表理事組合長

大場　　勉
専務理事

三上　隆基

理事金融共済部長
（信用事業担当専任）
山内　利彦

工藤 弘美

管理・労災・
職員教育・給与関係

齋藤 奈菜子
主任

購買事務・貯金

米澤 博子

事務

澤田　 翔佐藤 大成三上 浩二 澤田 克也
リーダー

福島 直樹福島 直樹

グリーンプラザグリーンプラザ

米澤 松太米澤 松太
主任主任

購買全般・購買全般・
SS所有者協議会SS所有者協議会

小野 恵子

貯金・購買

成田 大知

貸付・一次査定・
農業者年金

柴田 多賀子
課長補佐

工藤 玲奈

事務

佐藤　 望

貯金・購買・
ガソリンスタンド

児玉 広樹
リーダー

堀井 裕子

出納・貯金・
体制整備

笹森 大生

貯金・購買・
機械化センター事務・ATM

平山 華留愛渡辺 恵美 長見 さくら

三上 詩織

共済・引受け・
保全事務

工藤 純輝

共済・事故係

嶋路 玲菜

貯金・ATM・
年金友の会

清野 晴菜

貯金

櫻井 眞緒

三上 亜希

出納

鎌田 哲哉
課長

金融共済全般

三上 裕平
主任

支所業務全般

山内　 航

共済・引受け・
保全事務

三上　 司

ライスセンター・
育苗センター

佐々木 善久

ライスロマンクラブ・
わい化研究会・飛馬ふじ

齊藤 大貴
主任

指導・共防連・営農ICT・
無料職業紹介事業

田中 裕滋
課長補佐

指導全般・米・転作・
補助事業・高齢化対策

三上 拓哉蒔苗　 睦

青年部

工藤 涼大

支会連・
土壌診断

石田 有希子

女性部

山内 新菜

青申会・補助労働力・
貸付審査・二次査定
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特産販売（加工場）

本所フルーツステーション

特産販売 相馬支所フルーツステーション

特産販売（加工場）

販売
【販売】

４月からの職員配置について

今月号では、４月１日からの職員配置及び職務内容を顔写真付きで掲載します。ご活用いただければ幸いです。
※４月１日付けで異動した職員は 強調  しております。
注）異動した職員のうち、同部署内での職務変更のみの場合、強調無しとしております。ご了承下さい。

本所フルーツステーション

小野 朋宣

會津 由美子

山内 結雅

西谷 その子 三上 信幸奈良岡 恵美

三上 悟行
販売部長

小山内 一翔

成田 恭平大場 美津子
課長補佐
特産・

加工事業全般

村上 託也

石田 裕香

成田 光治

花田 いく子 齋藤 美由紀

川村　 匠

山内 耕平
主任センター長
冷蔵管理

戸沢　 章

阿部 将仁

山口　 剛 斎藤 一路 葛西 智寿千葉 翔平三上 美紀

今　 俊明

ＪＡバス

葛西 聡子

田村 慎平

小野　 将 木村 亜侑美

三上 康人
主任

特産・加工事業・
加工センター管理

境谷 幸男
工場長
加工事業

佐々木 弘己三浦　 章

三上 徹朗

特産・
加工事業全般

山内 昭彦

工藤 優志

野呂 順一

三浦 進太郎

堀内 秀幸

中澤 祐政

奈良 直樹
副センター長

小堀 慎司葛西 健太

山田 理圭

福澤 雷也

事務
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生
産
情
報

農
業
振
興
課
主
任

農
業
振
興
課
主
任

齊
藤
大
貴

４月から農協職員に仲間入りした５名を紹介します♪

これからよろしくお願いします。

①　金融共済課
②　弘前市岩木
③　アニメを見ること
④　活発的でした！！
⑤　一生懸命にやって、はやく
仕事に慣れる！

①　農業振興課
②　弘前市
③　スポーツ観戦・野球
④　静かで、素直な子
⑤　沢山のことを経験し、早く
一人前になれるように頑張り
ます。

①　直売所
②　弘前市
③　散歩・ねぷた
④　おとなしく、人見知り
⑤　笑顔でお客様をお迎えし、
お見送りしたいと思います。

①　金融共済課
②　弘前市新町
③　音楽鑑賞
④　とにかくおとなしい子供でした！
⑤　一日も早く仕事に慣れて活
躍できるよう日々精進いたし
ます！！

①　農業振興課
②　弘前市樹木
③　アニメ鑑賞・ラジオ聴くこと
　　パソコンの早打ち
④　わがままで短気（？）だった子
⑤　早く仕事に慣れるように精
いっぱい頑張りたいです！

①　配属先
②　出身
③　趣味・特技
④　小さい頃はどんな子でしたか？
⑤　仕事に対する抱負
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生
産
情
報

農
業
振
興
課
主
任

農
業
振
興
課
主
任

齊
藤
大
貴

〇
り
ん
ご
の
生
育
前
進
、
春
作
業
は
計

画
的
に
進
め
ま
し
ょ
う

今
冬
の
管
内
平
均
積
雪
量
は
平
年
よ

り
も
非
常
に
少
な
く
、
最
も
多
か
っ
た

３
月
上
旬
は
54
㎝
で
し
た
。
気
温
に
つ

い
て
は
12
月
か
ら
２
月
ま
で
平
年
よ
り

も
高
い
気
温
で
推
移
し
た
も
の
の
、
２

月
下
旬
以
降
の
気
象
は
不
安
定
と
な

り
、
積
雪
が
０
だ
っ
た
一
部
園
地
で
は

再
び
雪
が
積
も
る
な
ど
し
、
凍
害
の
影

響
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
管
内
に
お
け
る
「
ふ
じ
」
の

発
芽
日
は
、
早
い
地
点
で
昨
年
よ
り
も

12
日
程
遅
い
４
月
５
日
と
な
り
ま
し
た
。

１
回
目
の
薬
剤
散
布
は
４
月
20
日
前
後

か
ら
と
見
込
ま
れ
、
気
温
が
高
く
推
移

し
た
場
合
や
、
降
雨
が
あ
る
場
合
は
更

に
早
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す(

４
／

８
現
在)

。
開
花
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

気
温
が
予
報
通
り
に
推
移
し
た
場
合
、

黒
石
の
り
ん
ご
研
究
所
で
５
月
１
日
頃

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
（
ふ
じ
）。

〇
凍
霜
害
に
注
意
！

花
芽
の
耐
凍
性
は
生
育
の
進
み
と
と

も
に
低
下
し
、
霜
害
を
受
け
る
危
険
性

が
あ
り
ま
す
。
降
霜
は
一
般
的
に
晴
天

無
風
で
、
午
後
７
時
の
気
温
が
６
度
以

下
の
日
の
翌
朝
に
発
生
す
る
危
険
性
が

高
い
こ
と
か
ら
、
気
象
情
報
等
に
十
分

注
意
し
て
下
さ
い
。
尚
、
防
霜
フ
ァ
ン

を
設
置
し
て
い
る
園
地
で
は
機
器
の
始

動
点
検
を
行
い
、
稼
働
状
況
を
確
認
し

て
下
さ
い
。
ま
た
、
防
霜
フ
ァ
ン
を
設

置
し
て
い
な
い
園
地
で
は
霜
害
防
止
対

策
資
材
の
準
備
を
行
い
、
被
害
の
軽
減

に
努
め
て
下
さ
い
。

〇
結
実
量
確
保
に
向
け
て

近
年
、
開
花
期
間
中
の
低
温
や
強
風

等
の
影
響
に
よ
り
、
カ
ラ
マ
ツ
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
は
一
部
で

弱
小
芽
や
花
芽
不
足
が
見
え
る
た
め
、

積
極
的
に
人
手
授
粉
を
行
い
ま
し
ょ
う

（
花
粉
の
交
雑
和
合
性
や
発
芽
率
は
要

確
認
）。

〇
農
薬
散
布
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

■
散
布
は
降
雨
前
に
実
施

■
散
布
間
隔
は
10
日
以
内
を
守
る

（
６
月
中
旬
ま
で
：
黒
星
病
重
点
防

除
時
期
）

■
適
期
・
適
量
散
布
を
徹
底
す
る

■
農
作
業
事
故
に
は
十
分
注
意
す
る

●りんご病害虫防除暦（第１回目～第５回目）
散布
計画 散布量 散布時期 基準薬剤 希釈倍数 備　　　考

1 300㍑ 展葉
１週間後頃

ベフラン（液）
バリアード（顆水）
ハーベストオイル

1,000倍
4,000倍
200倍

●混用順序
①水→②ハーベストオイル→③バリアード（顆水）→
④ベフラン（液）

2 320㍑ 開花直前
カナメ（F）
又はパレード15（F）
アタブロンSC

4,000倍
2,000倍
4,000倍

●昨年、褐斑病が多発した園地ではパレード15（F）を
選択する。

3 350㍑ 落花直後

ミギワ20（F）
ジマンダイセン（水）
アタブロンSC
果面保護剤

4,000倍
600倍
4,000倍

●リンゴハダニの発生が見られる場合は、バロック（F）
を加用する。

５月中旬　　コンフューザーRの設置
●コンフューザーRを５月下旬までに設置し、ハマキム
シ類及びシンクイムシ類における次世代の密度低下に
努める。

4 350㍑ 落花10日後
デラン（F）
エルサン（水）
果面保護剤

1,500倍
1,000倍

●デラン（F）とユニックス（顆水）の混用は避ける。

5 420㍑ 落花20日後
ジマンダイセン（水）
サイアノックス（水）
果面保護剤

600倍
1,000倍

※赤字表記は本年の防除暦に新しく採用された薬剤。
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い
き
い
き
女
性
部
通
信

事
務
局　

石
田
有
希
子

平
素
か
ら
Ｊ
Ａ
相
馬
村
フ
ル
ー
ツ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
ご
利
用
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

３
月
の
果
実
販
売
動
向
で
す
が
、
イ

チ
ゴ
に
つ
い
て
は
月
の
初
め
は
産
地
の

天
候
不
順
な
ど
に
よ
り
流
通
量
が
減
少

し
て
い
ま
し
た
が
、
月
の
後
半
に
か
け

て
３
番
果
が
本
格
化
し
た
こ
と
も
あ
り

流
通
量
は
回
復
し
て
い
き
ま
し
た
。
ひ

な
ま
つ
り
需
要
や
企
画
が
多
く
組
ま
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
引
き
合
い
は
月
を
通

し
て
強
く
、
月
の
後
半
は
若
干
下
げ
基

調
の
展
開
と
は
な
っ
た
も
の
の
、
全
体

を
通
し
て
は
概
ね
高
値
基
調
で
価
格
は

推
移
し
ま
し
た
。

中
・
晩
柑
類
に
つ
い
て
は
各
品
種
と

も
入
荷
量
が
少
な
い
状
況
が
続
く
中
、

気
温
の
上
昇
に
よ
り
品
質
低
下
が
増
加

し
、
こ
れ
ま
で
の
売
価
高
も
あ
い
ま
っ
て

鈍
い
荷
動
き
と
な
り
ま
し
た
。
価
格
に

つ
い
て
は
堅
調
を
維
持
し
て
い
る
も
の

の
、
売
場
は
広
が
ら
ず
、
こ
の
ま
ま
終

盤
を
迎
え
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

リ
ン
ゴ
に
つ
い
て
は
サ
ン
ふ
じ
の
上

位
等
級
品
が
流
通
量
の
少
な
さ
か
ら
引

き
合
い
が
強
く
、
高
値
基
調
の
販
売
と

な
り
ま
し
た
。
反
面
下
位
等
級
品
に
つ

い
て
は
上
位
等
級
品
と
の
価
格
差
に
よ

り
一
定
の
引
き
合
い
は
あ
る
も
の
の
、

消
費
地
の
気
温
上
昇
に
伴
う
品
質
懸
念

も
徐
々
に
高
ま
っ
て
お
り
、
厳
し
い
販

売
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
比
較
的
売

価
の
安
い
小
玉
果
の
袋
詰
め
製
品
の
注

文
が
増
え
て
お
り
、
例
年
以
上
の
出
荷

と
な
っ
て
い
ま
す
。

王
林
・
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
に
関
し
て

は
「
ス
マ
ー
ト
フ
レ
ッ
シ
ュ
も
の
」
の

出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
が
流
通
量
は
少

な
く
、
堅
調
な
販
売
と
な
り
ま
し
た
。

サ
ン
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
に
関
し
て
は

３
月
に
選
果
が
本
格
化
し
て
い
き
ま
し

た
が
、
本
年
度
産
は
軟
質
果
の
割
合
の

高
さ
が
例
年
よ
り
懸
念
さ
れ
る
た
め
、

前
進
出
荷
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。

輸
出
に
関
し
て
は
台
湾
向
け
の
王
林

が
終
了
し
ま
し
た
が
、
品
薄
に
加
え
上

位
等
級
品
の
比
率
の
低
さ
か
ら
出
荷
量

は
例
年
を
下
回
り
ま
し
た
。
続
い
て
香

港
向
け
に
王
林
や
サ
ン
ふ
じ
の
輸
出
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
も
出
荷

量
は
減
少
す
る
見
込
み
で
す
。

今
後
イ
チ
ゴ
は
３
月
か
ら
の
売
場
の

拡
大
が
４
月
中
も
続
く
見
通
し
で
す
が
、

多
品
種
と
比
べ
比
較
的
入
荷
が
安
定
し

て
い
る
こ
と
や
品
質
低
下
の
懸
念
も
あ

り
、
値
ご
ろ
感
の
あ
る
販
売
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

中
・
晩
柑
類
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

入
荷
量
は
少
な
い
状
況
が
続
く
も
の

の
、
競
合
品
種
が
少
な
い
こ
と
も
あ
り

一
定
の
売
場
は
確
保
さ
れ
る
見
込
み
で

す
。
た
だ
し
い
ち
ご
同
様
品
質
低
下
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
荷
動
き
は
緩
慢
な

こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

リ
ン
ゴ
に
つ
い
て
は
サ
ン
ふ
じ
・
王

林
・
サ
ン
ジ
ョ
ナ
・
シ
ナ
ノ
ゴ
ー
ル
ド
が

ス
マ
ー
ト
フ
レ
ッ
シ
ュ
も
の
に
完
全
に

切
り
替
わ
り
、
価
格
が
さ
ら
に
引
き
あ

が
る
こ
と
か
ら
荷
動
き
は
堅
実
な
も
の

が
予
想
さ
れ
ま
す
。
一
方
仲
卸
で
は
サ

ン
ふ
じ
の
販
売
期
間
を
引
き
延
ば
し
た

い
と
い
っ
た
声
も
聞
か
れ
て
お
り
、
サ
ン

ふ
じ
に
対
す
る
引
き
合
い
は
続
い
て
い

く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
後
は
有
袋

ふ
じ
、
有
袋
ジ
ョ
ナ
等
の
最
終
盤
の
品

種
の
選
果
作
業
が
始
ま
っ
て
い
き
ま
す

が
、
引
き
続
き
品
質
低
下
に
注
視
し
つ

つ
有
利
販
売
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

果
実
販
売
動
向

販
売
課　

田
村
慎
平

直
売
所
「
林
檎
の
森
」

リ
ー
ダ
ー　

児
玉
広
樹

全農あおもりデータ（３／29 累計）

品　種 サンふじ ふ　じ 王　林 シナノゴールド ジョナ その他 合　計

単　 価 （円） 3,849 6,658 4,057 4,366 4,909 4,324 3,821

前 年 比 （％） 147 164 126 150 139 146 143

販売数量（箱） 3,149,383 4,830 415,419 49,272 232,254 2,067,037 5,918,195

前 年 比 （％） 77 269 77 114 65 70 74
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い
き
い
き
女
性
部
通
信

事
務
局　

石
田
有
希
子

い
つ
も
直
売
所
「
林
檎
の
森
」
を
ご

利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
年
は
雪
解
け
も
早
く
す
っ
か
り

春
ら
し
い
気
候
と
な
り
、
店
内
も
賑
わ

い
を
見
せ
て
き
ま
し
た
。

先
月
17
日
〜
20
日
の
４
日
間
開
催
致

し
た
「
林
檎
の
森
」
感
謝
祭
で
す
が
、

例
年
の
卵
・
牛
乳
先
着
プ
レ
ゼ
ン
ト
に

加
え
、
今
年
は
新
た
に
「
一
部
商
品
の

５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
」
と
野
菜
の
１
０
０
円

コ
ー
ナ
ー
の
設
置
、
ソ
フ
ト
・
シ
ェ
ー

ク
を
お
買
い
上
げ
の
方
に
パ
ッ
ク
ご
飯

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
１
０
０
円
コ
ー
ナ
ー
は
初
日
か
ら

た
く
さ
ん
の
お
客
様
で
混
雑
し
て
い
ま

し
た
。
５
％
Ｏ
Ｆ
Ｆ
も
あ
っ
て
か
そ
の

他
の
野
菜
も
よ
く
売
れ
て
い
て
、
春
彼

岸
と
も
重
な
っ
て
い
た
為
、
花
や
団
子

も
ほ
ぼ
完
売
す
る
な
ど
大
変
賑
わ
い
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
も
マ
イ
タ
ケ
菌
床
を
３

月
25
日
か
ら
販
売
致
し
ま
し
た
が
、
年
々

リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
が
増
え
、
予
約
分
だ

け
で
半
分
以
上
が
売
れ
て
し
ま
う
盛
況

ぶ
り
で
し
た
。

女
性
部
で
は
３
月
22
日
、
午
前
中
に

長
慶
閣
で
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
、
午
後
に
中
央

公
民
館
研
修
室
及
び
和
室
で
日
本
原
燃

講
師
に
よ
る
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
作
り
を

実
施
し
、
部
員
16
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

Ｑ
Ｏ
Ｌ
健
診
で
は
、
身
長
体
重
、
血

圧
な
ど
よ
く
あ
る
検
査
か
ら
、
唾
液
検

査
に
よ
る
歯
周
病
チ
ェ
ッ
ク
、
骨
密
度

測
定
、
内
臓
脂
肪
測
定
ま
で
調
べ
る
こ

と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
体
力
を
調
べ

る
検
査
も
３
種
類
ほ
ど
あ
り
、
現
在
の
健

康
状
態
を
調
べ
ら
れ
る
内
容
で
し
た
！

毎
年
検
査
す
る
こ
と
で
、
前
年
と
比
較

現
在
店
内
に
は
行
者
ニ
ン
ニ
ク
や
ふ

き
の
と
う
な
ど
の
山
菜
、
ほ
う
れ
ん
草

や
春
菊
な
ど
の
地
場
野
菜
も
並
び
始
め

ま
し
た
。
そ
の
他
の
山
菜
・
地
場
野
菜

も
こ
れ
か
ら
徐
々
に
増
え
て
く
る
と
思

う
の
で
、
新
鮮
で
安
価
な
も
の
を
お
求

め
の
際
は
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
４
月
27
日
〜
５
月
６
日
の
間

は
、
毎
年
恒
例
の
「
花
と
緑
の
市
」
を

開
催
致
し
ま
す
。
ナ
ス
や
キ
ュ
ウ
リ
、

ト
マ
ト
な
ど
の
野
菜
苗
か
ら
、
ス
イ
カ
、

メ
ロ
ン
な
ど
の
果
物
苗
、
マ
リ
ー
ゴ
ー

ル
ド
や
ペ
チ
ュ
ニ
ア
花
な
ど
多
種
多
様

な
商
品
を
取
り
揃
え
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
や
家
庭
菜
園
を

始
め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

最
後
に
４
月
１
日
の
人
事
異
動
に
よ

り
ス
タ
ッ
フ
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
だ
不
慣
れ
な
点
も
あ
り
、
ご
迷
惑
を

お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
協
力
し
て
頑
張
っ

て
行
き
ま
す
の
で
温
か
い
目
で
見
守
っ

て
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

今
後
も
た
く
さ
ん
の
お
客
様
の
ご
来

店
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

が
で
き
る
の
で
、
ま
た
来
年
も
実
施
し

て
健
康
を
保
ち
た
い
で
す
ね
。

フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
作
り
は
、
時
間
が

短
い
中
で
し
た
が
さ
す
が
女
性
部
！

手
際
よ
く
作
業
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

挟
ん
で
切
る
だ
け
で
簡
単
な
よ
う
に
思

え
ま
す
が
、
果
物
の
配
置
や
包
丁
を
入

れ
る
場
所
に
よ
っ
て
仕
上
が
り
が
決

ま
る
の
で
、
意
外
と
難
し
い
！　

し
か

し
、
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
は
美
味
し
く
て

最
高
♪

ま
た
春
先
か
ら
の
活
動
が
楽
し
み

で
す
。

直
売
所
「
林
檎
の
森
」

リ
ー
ダ
ー　

児
玉
広
樹

健診後は中路重之先生の健康講座

クリーム2種の幸せなおいしさ♪

迅速かつ和やかに進むフルーツサンド作り
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（＊）相馬地区公式HP（http://www.city.hirosaki.aomori.jp/soma/）

空
き
時
間
を
利
用
し
て
子
ど
も
た
ち
に
も
う
ひ

と
つ
参
加
し
て
も
ら
っ
た
の
が
、「
相
馬
郷
土

か
る
た
」
の
製
作
で
す
。
製
作
と
い
っ
て
も
、

紙
漉
き
隊
に
漉
い
て
も
ら
っ
た
和
紙
に
札
を
貼
っ

て
も
ら
う
だ
け
の
簡
単
な
作
業
な
の
で
す
が
、

な
か
に
は
絵
札
を
見
て
「
こ
こ
ど
こ
？
」
と
興

味
を
示
す
子
も
い
て
、
所
期
の
目
標
は
ま
ず
ひ

と
つ
達
成
し
た
気
が
し
ま
し
た
。「
相
馬
郷
土

か
る
た
」
は
、
相
馬
の
名
所
や
史
跡
、
名
物
な

ど
を
地
域
内
外
の
人
々
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と

作
っ
た
も
の
で
、
市
の
地
域
資
源
活
用
事
業
と

の
コ
ラ
ボ
で
紙
漉
沢
に
伝
わ
る
紙
漉
き
技
術
に

よ
る
和
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
正
直
に
い
う

と
、
発
端
は
弘
前
大
学
の
柴
田
彩
子
先
生
の
ア

ド
バ
イ
ス
。「
凸
凹
新
聞
」
等
で
相
馬
の
歴
史
を

つ
い
こ
の
間
ま
で
雪
に
覆
わ
れ
て
い
た
自
宅

裏
の
斜
面
に
、
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
が
咲
き
始
め
ま

し
た
。
代
表
的
な
ス
プ
リ
ン
グ
・
エ
フ
ェ
メ
ラ

ル
で
あ
る
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
は
、
旧
相
馬
村
の
村

花
で
、
い
ま
で
も
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
相
馬
の

代
表
的
な
花
で
す
。

こ
ん
に
ち
は
、
加
賀
新
一
郎
隊
員
で
す
。
年

齢
を
重
ね
た
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
季
節

の
移
ろ
い
が
早
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
ま

す
。
待
ち
わ
び
た
春
を
象
徴
す
る
黄
色
い
フ
ク

ジ
ュ
ソ
ウ
か
ら
、
す
ぐ
に
薄
い
ピ
ン
ク
色
の
り

ん
ご
の
花
へ
と
主
役
が
代
わ
り
、
初
夏
に
な
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
。
相
馬
の
子
ど
も
た
ち
に

は
、
短
い
春
休
み
中
に
相
馬
の
春
を
存
分
に
楽

し
ん
で
ほ
し
い
も
の
で
す
。

春
休
み
と
い
え
ば
、
突
入
２
日
目
の
３
月
26

日
に
穂
坂
隊
員
が
「
棒
パ
ン
体
験
イ
ベ
ン
ト
」
を

実
施
。
詳
細
は
穂
坂
隊
員
の
回
に
譲
り
ま
す
が
、

会
場
の
相
馬

ふ
れ
あ
い
館

に
６
名
の
子

ど
も
た
ち
が

来
て
く
れ
て
、

棒
パ
ン
づ
く

り
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
ま

し
た
。

当
日
は
、

取
り
合
上
げ

て
い
る
の
を

見
て
、「
か

る
た
を
作
っ

て
み
た
ら
」

と
助
言
し
て

く
だ
さ
い
ま

し
た
。
子
ど

も
た
ち
の
協

力
で
完
成
し

た
か
る
た

は
、
２
セ
ッ

ト
。
当
面
は

希
望
者
に
無

料
で
貸
し
出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

遊
ん
で
み
た
い
方
は
協
力
隊
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

３
月
中
旬
に
行
わ
れ
た
「
高
齢
者
教
室
」
で

は
、
拡
大
版
を
使
用
し
て
か
る
た
遊
び
を
実
施

し
た
と
こ
ろ
、
大
盛
り
上
が
り
だ
っ
た
そ
う
で

す
。「
買
い
た
い
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
お
年

寄
り
も
い
た
そ
う
で
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
販
売

で
き
る
量
産
体
制
が
整
っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

し
ば
ら
く
は
貸
し
出
し
の
み
と
な
り
ま
す
。
個

人
で
も
団
体
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
の
で
、
ぜ
ひ

一
度
「
相
馬
郷
土
か
る
た
」
で
遊
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。
い
つ
か
、
か
る
た
大
会
の
よ
う
な
も

の
も
や
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

活動記 Vol.98地域おこし協力隊

まだポツポツとだが、咲き始めたフ
クジュソウ

収納用の箱にも、紙漉き隊に漉いていただいた和紙
を使用している

裏打ちには相馬の和紙を使用
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獅子座　7/23～8/22

牡羊座　3/21～4/19

乙女座　8/23～9/22

牡牛座　4/20～5/20

天秤座　9/23～10/23

双子座　5/21～6/21

蠍座　10/24～11/22

蟹座　6/22～7/22

射手座　11/23～12/21 山羊座　12/22～1/19 水瓶座　1/20～2/18 魚座　2/19～3/20

◆ 全体運 ● 健康運 ★ 幸運の食べ物

獅子座　7/23～8/22

牡羊座　3/21～4/19

乙女座　8/23～9/22

牡牛座　4/20～5/20

天秤座　9/23～10/23

双子座　5/21～6/21

蠍座　10/24～11/22

蟹座　6/22～7/22

射手座　11/23～12/21 山羊座　12/22～1/19 水瓶座　1/20～2/18 魚座　2/19～3/20

◆ 全体運 ● 健康運 ★ 幸運の食べ物

◆ 整理整頓を心がけて。掃除に
力を入れると人間関係も整っ
てきます。去る者は追わない
ことも大切。連絡はまめに

● ランニングなど有酸素運動で
心肺機能を高めて

★ ニンニク

◆ やりがいは感じられるものの
とても忙しそう。スケジュー
ルを調整し仕事と遊びのバラ
ンスを取ると実り多い月に

● スポーツを楽しんで。ハード
なトレーニングもOK

★ サンショウ

◆ あれもこれもと気がせきがち。
行動力に恵まれていますが、
全部行うのは大変。クオリ
ティーを保てる範囲に絞って

● 筋力アップのチャンス！　頭
痛、歯痛は早めに対処を

★ シイタケ

◆ 難しい問題はあるものの一つ
一つ解決していくことで達成
感を得られます。追い風が吹
くときなので諦めないで

● バランス運動を取り入れて。
転倒やけがを予防

★ ニラ

◆ 視野が開け、困り事は解決へ
と向かいます。人の意見を取
り入れて。違う発想で動けば
良い展開が待っているはず

● 睡眠はしっかり取って。ホル
モンバランスに留意を

★ クレソン

◆ 非常に勢いがあります。無理
が通るときなので、よく考え
て行動を。周りへの配慮が幸
運を招きます。外食が吉

● 音楽鑑賞でリラックス。ハー
ブティーもお薦め

★ 新ゴボウ

◆ 運気は次第に勢いを取り戻し
ます。状況が変わってくるの
を待つのも良い方法。頭の中
を整理してみましょう

● 散歩やハイキング、景色を楽
しみながら体を動かして

★ コゴミ

◆ 周囲からの視線が気になりそ
う。八方丸くは収まらないの
で妥協点を見いだして。１人
で背負い込み過ぎないように

● 適度な運動とバランスの良い
食事が味方

★ ゼンマイ

◆ 観劇やコンサートを楽しめま
す。友人と出かければ会話も
盛り上がり、仲も深まりそう。
仕事は下旬から効率アップ

● 友人と一緒に話題の健康法を
試してみて

★ カブ

◆ 高め安定運へと移行します。
やるべきことがはっきりして
きて動きやすくなります。目
標を決め優先順位を付けて

● 食事はよくかんで。肥満や虫
歯予防の効果も

★ ルッコラ

◆ 注目されて大変そうですがメ
リットもあります。やりたい
ことをアピールして。力を貸
してくれる人が現れるはず

● 発酵食品を取るよう心がけて。
デトックスも◎

★ ナガイモ

◆ ちょっとした発見がうれしい
月。趣味や友人との時間を増
やして。豊かな時間を過ごせ
ます。技能習得の勉強が吉

● 頑張り過ぎはけがのもと。休
憩を入れてリフレッシュ

★ キクラゲ

編
集
部
の
つ
ぶ
や
き
〜
編
集
後
記
〜

先
週
号
で
意
気
込
み
を
語
っ
た
矢
先
に
、
４
月
か

ら
直
売
所
『
林
檎
の
森
』
へ
異
動
と
な
り
ま
し
た
。

２
年
間
と
い
う
長
い
よ
う
で
短
い
時
間
で
し
た
が
、

私
の
つ
た
な
い
文
章
を
毎
月
読
ん
で
い
た
だ
け
た
こ

と
、
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
取
材
の
と

き
に
組
合
員
の
皆
様
と
対
話
が
で
き
た
こ
と
、
と
て

も
勉
強
に
な
る
と
と
も
に
、
楽
し
い
時
間
で
し
た
。

今
後
、
新
し
い
担
当
者
が
伺
っ
た
際
に
も
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

yuki

４
月
か
ら
広
報
担
当
に
な
り
ま
し
た
、
成
田
淳
子

で
す
。
職
員
歴
は
長
い
で
す
が
、
広
報
は
初
め
て
な

の
で
ド
キ
ド
キ
で
す
。
取
材
に
伺
っ
た
際
は
カ
メ
ラ

目
線
と
、
と
び
き
り
の
ス
マ
イ
ル

(^_-)-☆
で
お
願
い
し

ま
す
。

さ
て
、
10
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
５
名
の

新
採
用
職
員
が
農
協
に
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。
直
売

所
配
属
の
渡
辺
さ
ん
は
接
客
業
が
長
い
と
の
こ
と
で

即
戦
力
で
す
。
ま
た
立
ち
姿
が
美
し
い
！　

金
融
共

済
課
の
清
野
さ
ん
は
お
っ
と
り
し
た
性
格
に
み
え
ま

す
が
、
愛
用
マ
グ
カ
ッ
プ
の
ク
セ
が
強
い
！　

三
上

さ
ん
は
い
つ
も
笑
顔
で
ケ
タ
ケ
タ
と
よ
く
笑
い
、
事

務
所
を
明
る
く
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
課
の
工
藤
く
ん
は
パ
ソ
コ
ン
が
得
意
。

つ
い
頼
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ち
な
み
に
ト
ム
と
ジ
ェ

リ
ー
が
大
好
き
と
の
こ
と
。
蒔
苗
く
ん
は
一
卵
性
の

双
子
で
、
小
さ
い
頃
の
写
真
を
見
て
も
区
別
で
き
な

い
そ
う
で
す
。
将
来
は
実
家
の
農
家
を
継
ぐ
と
い
う

夢
を
持
っ
て
い
ま
す
！　

す
ば
ら
し
い
！！

彼
ら
を
見
て
い
る
と
〇
十
年
前
の
緊
張
し
て
い
た

頃
を
思
い
出
し
ま
す
。
追
い
越
さ
れ
な
い
よ
う
に
が

ん
ば
ら
な
く
っ
ち
ゃ
。
こ
ん
な
感
じ
で
い
い
の
か
し

ら
…
ま
た
来
月
号
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
♪　

Ｊ
子

今月のあなたの運勢今月のあなたの運勢 ·· ５５月月　《モナ・カサンドラ》《モナ・カサンドラ》

理 事 会 だ よ り  ３月21日（木）
１）２月末残高試算表について

２）組合員の名義変更及び脱退について

３）「ＪＡバンクの内部管理態勢構築にかかる指針」の一部改正について

４）ローン融資要項およぼローン商品概要説明書の一部変更について

５）貯金規定等の一部改正について

６）購買業務規程の変更について

７）りんご販売関係について

８）固定資産の取得について

JA 相馬村概況
〈令和６年３月末日現在〉

組合員数………………………… 852人
　（うち准組合員数 …………… 388人）
出　資　金…………………604,235 千円
貯 金 額………………9,978,628 千円
共済保有高………………2,989,962 万円

15



JA相馬村広報 本 所 ０１７２－８４－３２１５ ㈹
本所フルーツステーション ０１７２－８４－３２９３ ㈹
本所フルーツステーション特産販売 ０１７２－８４－３２１８ ㈹
ＪＡ共済事故受付センター ０１２０－２５８９３１
湯口支所・機械化センター ０１７２－８４－２４７０ ㈹
湯 口 セ ル フ ス タ ン ド ０１７２－８４－２５５０ ㈹
直 売 所「 林 檎 の 森 」 ０１７２－８４－３４１１ ㈹
津軽ＬＰガス保安センター ０１７２－３６－０４０４ ㈹
ラ イ ス セ ン タ ー ０１７２－８４－２２１７ ㈹
り ん ご 加 工 セ ン タ ー Ａ 棟 ０１７２－８４－３３８０ ㈹
相馬支所・フルーツステーション ０１７２－８４－２５３４ ㈹
Ｊ Ａ 津 軽 葬 祭 セ ン タ ー ０１２０－７６７６－６０

と くJJ AA ぴ すっ

今後もお元気でお過ごしください！　ありがとうございました。

■発行者 相馬村農業協同組合
〒036-1593  青森県弘前市大字五所字野沢23-1
TEL.0172-84-3215  FAX.0172-84-3497
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ホームページURL　http://www.ja-souma.or.jp/
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３
月
14
日
、
大
場
勉
組
合
長
、
田
澤

俊
則
元
非
常
勤
理
事
、
柴
田
多
賀
子
課

長
補
佐
は
、
青
森
市
造
道
に
あ
る
ホ
ー

ム
へ
、
感
謝
状
と
花
束
を
持
っ
て
訪
問

し
た
。

お
渡
し
し
た
相
手
は
秋
田
義
信
先
生
。

先
月
号
で
、
当
広
報
誌
へ
の
執
筆
は
最

後
と
な
っ
た
が
、
こ
の
日
ホ
ー
ム
へ
伺

う
と
、
ハ
キ
ハ
キ
し
た
声
で
受
け
答
え

し
て
い
た
。

毎
月
の
原
稿
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

ユ
ー
モ
ア
が
た
っ
ぷ
り
の
お
人
柄
で

あ
っ
た
。

永
き
に
わ
た
り
連
載
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の

ご
活
躍
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

特別版特別版
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